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　２月22日（土）秦野市農業委員会は、荒廃農地解
消市民ボランティアの協力を得て、荒廃化した農地
の解消作業を行いました。作業には30名が参加し、
荒廃農地が生まれ変わるよう汗を流していました。
　解消後、この農地は市内で営農する農家へ貸付け
される予定です。

平成25年度神奈川県農業委員大会　他　----　
支援センター通信　----------------------------
特集　荒廃遊休農地解消事業　------------
農業委員紹介　 ---------------------------------

２
３
４
５

農家の声　-----------------------------------------
相談コーナー　他　-----------------------------
カメラスケッチ　他　--------------------------
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荒廃農地解消作業を実施

を

再生紙を使用しています



農業委員会だより 第 号119 2

和田稔会長からエールが送られた

交流会終了後にはじばさんずを見学

女性農業委員が登壇した様子

　

平
成
25
年
度
神
奈
川
県
農
業

委
員
大
会
が
11
月
13
日
に
海
老

名
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

秦
野
市
の
農
業
委
員
を
含
む

約
７
５
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
「
本
県
農
業

の
振
興
に
係
る
緊
急
課
題
に

関
す
る
要
望
」
、
「
農
地
の

保
全
と
有
効
利
用
対
策
に
関

す
る
要
望
」
な
ど
４
議
案
を

決
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
情

勢
報
告
で
は
「
か
な
が
わ
女

性
農
業
委
員
の
会
」
の
会
員

が
登
壇
し
、
女
性
農
業
委
員

の
登
用
に
つ
い
て
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

則
子
委
員
が
加
工
し
た
夏
み
か

ん
の
ピ
ー
ル
や
落
花
生
の
お
菓

子
な
ど
の
加
工
食
品
を
試
食
し

ま
し
た
。

　

加
工
部
会
の
会
員
は
、
同
委

員
か
ら
加
工
の
仕
方
や
取
り
組

み
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。
交
流
会
終
了
後
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
を
見
学
し
、
加
工
品
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
、
さ
が
み
農
協

綾
瀬
地
区
加
工
部
会
（
古
塩

幸
子
会
長
）
と
秦
野
市
農
業

委
員
会
の
女
性
農
業
委
員
と

の
交
流
会
が
秦
野
市
農
協
本

所
で
行
わ
れ
、
綾
瀬
市
内
で

農
産
物
加
工
を
行
っ
て
い
る

女
性
農
業
者
ら
30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
農
業
委
員

会
活
動
の
紹
介
の
ほ
か
、
秦

野
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
事
業

で
開
発
し
た
「
秦
野
ド
ー
ナ

ツ
」
が
紹
介
さ
れ
、
久
保
寺

　

２
月
１
日
、
秦
野
市
農
協
本

所
で
「
平
成
25
年
度
は
だ
の
市

民
農
業
塾
閉
講
式
」
が
行
わ

れ
、
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
、

農
産
加
工
起
業
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー

ス
、
新
規
就
農
コ
ー
ス
の
36
名
が

修
了
し
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
修
了
生
を

代
表
し
て
新
規
就
農
コ
ー
ス

の
古
家
さ
ん
が
決
意
表
明
を

行
い
、
「
農
業
塾
で
培
っ
た

経
験
を
生
か
し
、
今
後
の
営

農
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

ご協力ありがとうございました

　1,909 農家の皆様にご賛同いただきました。
県農業会議では、この貴重な財源を次の事
業などに活用します。
　★県農林業施策と予算についての建議
　★税制対策と経営改善支援
　★都市農政対策の実施
　★農業生産指導対策
　★農政情報活動
　★各生産組合の地域
　　農政活動への助成

賛助会員費募金額
954,500円

女
性
農
業
者
と
交
流
会

は
だ
の
市
民
農
業
塾
閉
講
式

農
産
加
工
を
通
じ
て

女
性
農
業
者
の
力
を

３
コ
ー
ス
36
名
が
修
了

平
成
25
年
度 

 
神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会
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　２年間の農業研修お疲れ様で
した。高品質な野菜作りは、経
験の積み重ねが大事です。根気
強く、栽培技術の向上に挑戦さ
れることを期待しています。

（就農予定地：西大竹地区）
　就農にあたっては、「日本の農業に秦野あり」、「秦野の
農業に古家が居る」、そのような特徴ある農業を目指した
い。また、次世代を担う子供達へ、食生活のベースとなる
農業の楽しさと大切さを身を持って教え、体験させたい。

（就農予定地：西大竹地区）
　安全・安心の野菜供給のために、
適期の種まき、育苗、収穫を励行
すると共に、適期、適量の農薬散
布を行い、病虫害の防除を心がけ
る。また、周囲の農業者と交流し、
情報交換に努め、地域発展に寄与
したい。

（就農予定地：西田原地区）
　新鮮でおいしい野菜を多くの人に食べて頂きたい。そ
のために必要な栽培技術や知識を継続的に習得していき
たいと思います。

力いっぱい大豆と麹を混ぜる小学生点検作業を行う組合員

小
学
生
と
味
噌
づ
く
り

　

２
月
９
日
に
、
荒
廃
農
地
解

消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
15
人
と

地
元
の
小
学
生
11
人
が
参
加

し
、
東
公
民
館
で
味
噌
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
味
噌
作
り
は
、
荒
廃
解

消
し
た
農
地
で
栽
培
し
た
大
豆

を
使
用
し
て
お
り
、
「
味
噌
づ

く
り
」
体
験
を
通
じ
て
、
荒
廃

農
地
解
消
活
動
を
周
知
す
る
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
、

普
段
口
に
し
て
い
る
物
が
ど
の

様
に
で
き
て
い
る
か
知
っ
て
も

ら
う
活
動
で
す
。

　

小
学
生
た
ち

は
、
講
師
の
地
元

の
農
家
や
荒
廃
農

地
解
消
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
真

剣
に
話
し
を
聞

き
、
す
り
潰
し
た

大
豆
に
米
麹
を
混

ぜ
、
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
丁
寧
に
容
器

へ
詰
め
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、
「
自
分
が
作
っ
た
味
噌
を

使
っ
た
味
噌
汁
を
食
べ
て
み
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

効
果
的
な
鳥
獣
害
対
策
を

菖
蒲
地
区  

　

２
月
19
日
、菖
蒲
集
落
組
合
（
矢

口
敏
郎
会
長
）
は
、
平
成
18
年
度

に
設
置
し
た
全
長
１
７
０
０
ｍ
の

電
気
柵
の
点
検
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
点
検
作
業
は
、
毎
年
３

月
と
８
月
に
行
っ
て
い
る
柵
の
補

修
作
業
の
た
め
に
事
前
に
行
う
も

の
で
、
電
圧
の
計
測
な
ど
、
柵
の

状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

矢
口
会
長
は
、
「
電
気
柵

を
設
置
し
て
、
対

策
が
終
わ
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
々
の
点
検
や
草

刈
り
を
行
い
、
電

圧
を
下
げ
な
い
事

が
効
果
的
な
鳥
獣

害
対
策
に
つ
な
が

り
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

鳥
獣
害
対
策
の
問
い
合
わ
せ
は
、
農
協

各
支
所
ま
た
は
、
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
で　
　
　
　

☎
８
１

−

７
８
０
０

　秦野市が実施している「はだの市民農業塾」の新規就農コースを
修了した３名が、４月から新たに農地を借り受け、新規就農します。
　新規就農コースは２年制となっており、１年目は座学と活動圃場
での実習。２年目は、座学と一人 10 ａ程度の農地を担当し、実践
的な研修を行ってきました。また、市内の専業農家で学び、技術や
経験を肌で感じました。
　これから、新たに農業者の仲間入りをしますので農家の皆さん、
よろしくご指導お願いします。

支援
センター
通信

荒
廃
農
地
解
消
実
践
活
動

農の担い手へ

市民農業塾
３人が秦野で新規就農

新規就農コースの修了生紹介 応援よろしくお願いします。

講師：伊藤　隆弘 佐野　正幸（64歳）

篠木　昌仁（61歳）
古家　九二雄（71歳）



耕作地
保全管理地
643ha

荒廃遊休農地
34ha
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※
調
査
範
囲
は
、
主
に
農
振

農
用
地
6
7
7
h
a
。
（
平

成
25
年
度
農
地
利
用
状
況
調

査
よ
り
）

　

平
成
13
年
度
か
ら
農
業
委

員
会
が
主
体
と
な
り
、
農
業

の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り

解
消
活
動
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
解
消
後
、
そ
の
農
地

は
専
業
農
家
、
新
規
就
農

者
、
さ
わ
や
か
農
園
な
ど
、

農
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
過
去
５
年

間
で
、５.
４
ｈ
ａ
を
解
消
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
解
消

作
業
を
行
う
農
地
は
、
解
消

後
の
利
用
が
決
ま
っ
て
い
る

農
地
で
す
。

◎
農
家
の
Ｑ
＆
Ａ

 

Ｑ 

長
年
農
家
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
年
を
と
り
、
後
継
者
も

お
ら
ず
今
は
農
地
の
管
理
だ
け

を
し
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の

ま
ま
だ
と
管
理
で
き
な
く
な
る

日
も
そ
う
遠
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い

い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ 

農
地
は
、
所
有
者
が
管
理

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
農
地
法
で
は
、
毎
年
農
地

の
現
況
調
査
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
荒
廃
地
、
遊
休
地
を
発
見

し
た
場
合
は
指
導
す
る
事
に
な

り
ま
す
。
自
分
で
管
理
で
き
な

い
場
合
は
、
農
業
者
へ
貸
付
け

を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

◎
看
板
制
度
の
実
施

　

秦
野
市
農
業
委
員
会
で
は
、

４
月
よ
り
農
地
の
看
板
制
度
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

事
業
の
目
的

　

農
地
を
遊
休
化
さ
せ
る
と
、

周
辺
農
地
の
営
農
に
支
障
を
き

た
す
だ
け
で
な
く
、
一
度
荒
廃

し
て
し
ま
う
と
復
旧
さ
せ
る
の

に
多
大
な
労
力
と
投
資
が
か
か

り
ま
す
。

　
貸
出
意
向
の
あ
る
農
地
に
看

板
を
設
置
し
、
農
地
の
貸
し
借

り
を
促
進
し
ま
す
。

　

写
真
の
よ
う
に
、
農
地
に
貸

出
の
看
板
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
借
り
る
こ
と
が
可
能
か
一

目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

手
続
き
は
簡
単

　

所
有
者
は
貸
出
申
し
込
み
書

を
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
下

さ
い
。
そ
の
後
、
申
請
者
に
看

板
を
交
付
し
ま
す
。
貸
し
借
り

は
利
用
権
設
定
に
よ
り
行
い
ま

す
。
（
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
農
家
の
み
）

※
農
地
の
利
用
、
看
板
制
度
に

つ
い
て
の
相
談
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で

　

☎
８
２

−

９
６
５
４

　

解
消
し
た
農
地
で
次
の
利
用

者
が
営
農
す
る
ま
で
の
間
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な

り
、
作
物
を
栽
培
し
、
農
地
を

再
生
さ
せ
、
次
の
利
用
者
が
よ

り
よ
い
状
態
で
営
農
で
き
る
よ

う
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

活
動
に
は
、
地
元
の
小
学
生

も
参
加
し
、
大
豆
の
播
種
か
ら

味
噌
作
り
ま

で
を
行
い
、

農
業
体
験
と

荒
廃
農
地
解

消
活
動
の
Ｐ

Ｒ
も
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
あ
の
農
地
は
今
…

　

平
成
24
年
度
に
解
消
し
た
八

沢
地
区
の
10
ａ
の
農
地
は
、
写

真
（
上
）
の
よ
う
に
雑
草
が
繁

茂
し
て
お
り
、
解
消
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

解
消
し
た
農
地
は
、
本
来
の

畑
の
姿
に
戻
り
ま
し
た
。

　平成13年度に農業委員会の「荒廃、遊休農地の解消と農地流動化の促進」事
業としてスタートし、市内で約12ｈａの荒廃農地を解消してきました。農業委
員会が中心となったこの事業は、市民ボランティアの協力を得て行っています。
　平成21年には、農業委員会や農業者だけでなく、市民ボランティアが参加した荒廃農地の解消活動が評価され、
第１回耕作放棄地発生防止・解消活動で全国農業会議所会長賞を受賞しました。

※イメージ

荒
廃
遊
休
農
地
の
現
状

実
践
活
動
の
実
施

農
地
を
貸
し
た
い
…

意
向
が
あ
る
方
は

荒
廃
農
地
を
解
消
し
、

農
地
の
流
動
化
を
図
る

荒廃遊休農地解消事業
を
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桐
生
　 
一
義
（
西
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

　

森
戸
、
黒
木
、
欠
畑
、

　

波
多
川
、
沼
代

●
12
月
13
日
生
ま
れ　

　

い
て
座

●
趣
味

　

ギ
タ
ー

●
主
な
作
物

　

イ
チ
ゴ

   

ひ
と
こ
と

　

秦
野
の
よ
う
な
盆
地
の
農
業

に
は
厳
し
い
側
面
も
あ
る
。

　

盆
地
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た

ら
よ
か
！

風
間
　
正
子
（
議
会
）

●
11
月
13
日
生
ま
れ

　

さ
そ
り
座

●
趣
味

　

音
楽
鑑
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
、　

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

   

ひ
と
こ
と

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
女
性
農
業
委
員

が
増
え
て
き
た
こ
と
は
大
変
喜

ば
し
い
事
で
す
。　
　
　
　

　

安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
作

っ
て
い
く
上
で
も
農
業
委
員
と

し
て
の
役
割
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
農
業
委
員
と
し

て
、
一
役
を
担
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
水
　
富
美
子
（
議
会
推
薦
）

●
３
月
31
日
生
ま
れ　
　

　

お
ひ
つ
じ
座

●
趣
味
　

　

山
行

●
主
な
作
物

　

水
稲
、
落
花
生
、
露
地
野
菜

   

ひ
と
こ
と

　

農
業
を
取
り
巻
く
問
題
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
農
業
に
従
事
す
る
人
を
増

や
す
に
は
、
農
業
者
が
生
活

し
、
子
供
を
育
て
、
教
育
で
き

る
農
業
所
得
の
確
保
が
最
重
要

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
若
い
人
た
ち
に
農

業
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

古
谷
　
茂
男
　
（
農
　
協
）

●
１
月
15
日
生
ま
れ　
　

　

や
ぎ
座

●
趣
味
　

　

囲
碁
、
将
棋

●
主
な
作
物

　

み
か
ん
、
ク
リ

   

ひ
と
こ
と

　

農
地
を
農
地
と
し
て
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
、
荒
廃
農
地
を

な
く
す
た
め
の
努
力
、
鳥
獣
被

害
対
策
等
を
し
っ
か
り
行
い
、

農
業
・
農
家
が
元
気
に
な
る
よ

う
努
め
る
。

草
山
　
光
右
（
南
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

　

三
協
町
、
宮
町
、
北
町
、

　

南
町
、
小
原
町

●
３
月
６
日
生
ま
れ

　

う
お
座

●
趣
味
　
　

　

ゴ
ル
フ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
主
な
作
物

　

花
き

   

ひ
と
こ
と

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
高

齢
化
や
人
口
減
少
等
に
よ
り
、

激
変
す
る
兆
し
の
中
、
農
業
委

員
と
し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
農
業
に
関
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

農
業
委
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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現
在
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
２

反
、
栗
な
ど
を
４
反
、
野
菜

や
芋
を
５
反
、
夫
を
手
伝
っ

て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら
じ

ば
さ
ん
ず
に
出
荷
し
て
い
ま

す
が
、
36
年
前
に
嫁
い
で
来

た
時
に
は
夢
に
も
想
像
し
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

も
と
も
と
、
夫
の
実
家
は

た
ば
こ
農
家
で
、
昔
は
た
ば

こ
の
他
に
も
米
や
落
花
生
も

た
く
さ
ん
作
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
が
嫁
い
だ

頃
に
は
す
で
に
辞
め
て
い

て
、
母
が
家
族
の
た
め
に

色
々
な
野
菜
を
少
し
ず
つ
作

っ
て
い
る
程
度
で
し
た
。

　

夫
は
、
会
社
勤
め
の
傍
ら

広
い
農
地
を
草
刈
り
な
ど
し

て
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、

定
年
を
間
近
に
し
て
農
地
を

管
理
す
る
た
め
に
草
刈
り
ば

か
り
す
る
の
は
つ
ま
ら
な
い

と
、
突
然
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

を
始
め
る
こ
と
を
決
め
た
の

で
す
。
今
か
ら
８
年
前
の
こ

と
で
す
。
実
は
、
私
は
猛
烈

に
反
対
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
の
反
対
に
め
げ
る
こ

と
な
く
、
い
え
、
反
対
が
あ

っ
た
か
ら
尚
更
、
幾
つ
も
の

試
練
を
乗
り
越
え
て
頑
張
れ

た
と
、
後
で
夫
が
話
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、

　

だ
い
ぶ
古
い
話
に
な
り
ま
す

が
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
、

日
本
の
商
工
業
は
高
度
経
済
成

長
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
工
業
製
品
の
維
持
の
た

め
、
全
国
各
地
か
ら
中
学
、
高

校
卒
（
金
の
卵
）
の
若
い
人
た

ち
が
労
働
力
と
な
り
、
集
団
就

職
な
ど
で
人
員
を
確
保
し
製
造

増
大
が
な
さ
れ
、
い
つ
の
ま
に

か
世
界
で
も
屈
指
の
工
業
国
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

工
業
製
品
の
輸
出
の
拡
充
の
た

め
に
、
農
産
物
の
輸
入
が
強
い

ら
れ
、
農
家
（
農
業
）
に
と
っ

て
は
非
常
に
厳
し
く
な
り
、
農

業
だ
け
で
は
生
計
が
成
り
立
た

な
く
な
っ
た
り
、
農
政
の
変
化

に
惑
わ
さ
れ
、
農
家
の
離
農
や

耕
作
放
棄
地
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
数
年
後
に
は
、
農

業
者
人
口
も
全
国
民
の
５
％
ま

で
（
65
歳
以
上
）
に
減
少
し
、

農
作
物
の
栽
培
も
減
る
一
方
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
早
く
こ
れ

か
ら
先
の
農
業
従
事
者
を
育
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ

そ
農
業
後
継
者
、
担
い
手
、
新

規
就
農
者
な
ど
の
金
の
卵
を
育

て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

何
十
年
後
に
は
、
世
界
の
人

口
の
増
加
、
異
常
気
象
等
に
よ

り
、
水
や
食
料
が
不
足
し
、
武

器
を
持
た
な
い
食
料
戦
争
へ
発

展
す
る
な
ど
と
ま
こ
と
し
や
か

に
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
日
本

も
他
国
に
頼
ら
ず
、
国
内
農
産

物
の
生
産
で
ま
か
な
え
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

夫
が
一
人
で
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
支

柱
を
立
て
た
翌
日
に
強
風
で
全

て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
時
で
し

た
。
流
石
に
が
っ
く
り
き
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
ど
こ
が
弱

か
っ
た
の
か
計
算
し
な
お
し

て
、
２
週
間
後
に
は
も
っ
と
丈

夫
な
支
柱
を
一
人
で
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
そ
ん
な
頑
張
る
姿

に
、
私
は
少
し
ず
つ
、
尊
敬
の

気
持
ち
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
主
に
収
穫
を
手

伝
う
よ
う
に
な
り
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
最
盛
期
に
は
毎
日
６
時

間
ほ
ど
摘
ん
で
い
ま
す
が
、
あ

ん
な
に
反
対
し
て
い
た
の
に
、

不
思
議
と
そ
れ
が
苦
に
な
り
ま

せ
ん
。
き
っ
と
、
た
わ
わ
に
実

っ
て
い
る
紫
色
の
つ
や
や
か
な

粒
に
癒
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

今
で
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
以
外

に
も
栗
や
柿
、
芋
類
や
野
菜
な

ど
作
業
が
増
え
て
大
変
で
す

が
、
そ
の
分
、
収
穫
の
喜
び
も

大
き
い
で
す
。
夫
に
感
謝
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
夫
を
手
伝
っ

て
、
お
い
し
い
農
作
物
を
沢
山

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

農
業
者
の
金
の
卵
を

育
て
よ
う

今
井　

新
一
（
室
町
）

夫
に
つ
ら
れ
て
、

今
で
は
…

大
津　

和
恵
（
東
田
原
）
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●
総
会

　

11
月
25
日
、
12
月
25
日
、

　

1
月
27
日
、
2
月
25
日

　

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
下

　

表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　

1
月
15
日
、
2
月
13
日

●
編
集
委
員
会

　

1
月
27
日
、
2
月
25
日

●
神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会

　

11
月
13
日
海
老
名
市
文
化
会
館

総会の主な審議案件と件数（11月～２月）
審議案件 件数 面　積

耕作目的の売買・賃貸
　　　（３条許可） 8 7,007.37㎡

市街化調整区域内の転用
　　　（４・５条許可） 7 9,603.77㎡

市街化区域内の転用
　　　（４・５条届出） 88 37,560.05㎡

相続税納税猶予 3 27,508.73㎡

地区名 世帯数 (戸 ) 男 ( 人 ) 女 ( 人 ) 計 ( 人 )
本町 94 120 106 226
南 162 203 154 357
東 243 252 214 466
北 202 239 223 462
大根 188 216 203 419
西 254 311 252 563
上 119 133 109 242
合計 1,262 1,474 1,261 2,735

区分 平均額 最高額 最低額 データ数

田 9,940 円 10,550 円 9,170 円 5

畑 11,900 円 52,360 円 5,630 円 62

調査農地
調査結果

良好 荒廃遊休 所有者
筆　数 8,591 8,161 430

207
面積（ha） 677 643

（94%）
34

（6%）

農
地
を
売
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
売
買
す
る
に

あ
た
り
適
正
な
価
格
を
知
り
た

い
の
で
す
が
、
標
準
価
格
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

農
地
の
価
格
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
価

格
が
示
さ
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
標
準
価
格
も

定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

農
地
は
、
そ
の
農
地
に
よ
っ

て
生
産
力
が
あ
る
か
ど
う
か
、

道
路
付
け
は
あ
る
か
、
日
照
条

件
は
ど
う
か
な
ど
、
様
々
な
要

素
が
あ
る
た
め
標
準
的
な
価
格

を
示
す
の
は
難
し
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
現
状
を
確
認
し
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の

農
地
の
所
在
す
る
地
域
の
農
業

委
員
、
農
協
、
不
動
産
業
者
等

で
相
場
を
聞
く
こ
と
が
参
考
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
以
前
か
ら
耕
作
し
て

い
た
賃
借
人
が
い
る
農
地
を
売

却
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
賃
借

権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
、
離
作
料
が
発
生
す
る
事
も

あ
り
ま
す
。

　

離
作
料
と
は
、
借
り
て
い
る

農
地
を
返
還
す
る
に
あ
た
り
賃

貸
人
か
ら
賃
借
人
へ
支
払
わ
れ

る
も
の
で
す
。
離
作
料
は
、
農

地
法
な
ど
の
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
慣
行
で

支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

農
地
の
ご
相
談
は
農
業
委
員

会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「秦野市農業委員会委員選
挙人名簿登載申請書」の集
計結果をお知らせします。
　この登録者は３月31日に
確定し、次年度まで据え置
かれます。

　平成25年1月から12月までに
利用権設定された農地の賃借に
おける平均的な賃料（10ａ当た
り）は以下のとおりです。

※農地の区分、平均額、最高額、最低額、データ数を賃
借情報として提供します。（農業用施設農地は除く）

※データ数は、集計に用いた筆数です。

　平成25年11月から12月にかけて農業委員が秦
野市の農振農用地を中心に１筆ずつ、農地の利用
状況を調査しました。

（１月31日現在）

  相 談
    コーナー

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
25
年
11
月
～
平
成
26
年
2
月
）

選挙人名簿登載者数 

農地の賃借料情報

平成
25年度 農地利用状況調査結果
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　全国農業新聞は、最新の農業情勢の提供と解
説、先進農家の経営紹介、農業入門など読んで
役立つ情報が満載です。　　　　　　　　　
　●毎週金曜日発行
　●購読料　　月６００円
　●お申し込みは、地元の農業委員または、
　　農業委員会　☎８２－９６５４

　農業者年金は、加入者数・受給者数に影響さ
れにくい個人ごとの積立方式（確定拠出型）の
公的年金です。貯蓄の感覚で加入し税制メリッ
トを受け実質所得の向上を図りましょう！

●支払う掛金は、全額社会保険料控除の対象
（最高で年額804,000円）となります。

●所得税・住民税が節税になります。これに
より掛金の15％～30％程度の節税効果が
あります。（ご自身の年金でなくても大丈夫）

●将来受け取る年金も、公的年金等控除が
適用されます。

　次の要件を全て満たす方ならどなたでも加入
できます。

①６０歳未満の方
②年間６０日以上農業に従事
③国民年金第１号被保険者

■問い合わせ
　　農業委員会事務局　☎８２－９６５４
　　ＪＡはだの営農課　☎８１－７７１８

　２月に２度降
った大雪は、秦
野市にも多くの
被害をもたらし
ました。

　なかなか溶けない雪を畜産農家が除雪し
ました。

　 横 野 地 区 の 井
上 さ ん は ２ 日 間
で 計 ３ 時 間 か ら
４ 時 間 除 雪 に 時
間 を 費 や し ま し
た 。 雪 は 、 軽 ト
ラックが埋まるまで降り、「自分の牛舎の
雪かきをしてから、道路の除雪作業をしな
くてはならないのが大変だった」と話しま
した。

　八沢地区の三觜さんも、牛舎から国道ま
での道路を率先して除雪しました。
　上地区では多い場所で30㎝弱の積雪が
あったといいます。

　畜産農家が除雪作業で活躍し、道路の復
旧作業に貢献しました。

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
度
を
示

す
、
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
大

気
中
の
CO2

濃
度
は
、
産
業
革

命
（
18
世
紀
半
ば
）
以
前
は

２
８
０
P
P
M
だ
っ
た
も
の

が
、
初
め
て
４
０
０
P
P
M
を

超
え
た
と
気
象
庁
が
発
表
し

た
。

　

原
因
は
主
と
し
て
、
人
間
に

よ
る
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
る

排
出
及
び
、
森
林
伐
採
で
あ

る
。
農
業
も
無
駄
を
省
き
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
考
え
る
時
期

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
編
集
委
員　

伊
藤
伸
一
） 水無川上流に咲いた菜の花

全国農業新聞

除雪に協力！！
畜産農家が活躍

農業者年金
実質所得のアップと老後の安心を！

節税効果が
大きい で


